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広報

大村は、自然に映える町、花が美しい町。

商工会議所青年部と市では 、花と友だちを

テーマに、 「花の街スケッチ大会」を行いま

した。

幼児から中学生、そして 、お父さんお母さ

んなど約600人が参加。

西日本ーを誇る「花しょうぶ」と、日本

を目指す「あじさしりが咲き競う中、思い思

いに“花のまちおおむら"を描きました。

(ライ1・大村公園内〉
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霧車Ll膚按収集の拠点

大
村
・
東
京
聞
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、

4
月

か
ら
発
足
し
た
大
村
市
東
京
事
務
所
の
開
設
記

念
式
典
が
、

5
月
初
日
、
東
京
の
マ
ツ
ヤ
サ
ロ

ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
松
本
市
長
、
吉
川
市
議
会
議
長

ら
地
元
関
係
者
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
、
東
京

大
村
藩
人
会
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
な
ど
、
大
村

に
ゆ
か
り
の
あ
る
政
財
官
界
関
係
者
な
ど
約
7

0
0
人
が
出
席
。

松
本
市
長
は
「
今
後
の
大
村
発
展
に
は
、
企

業
誘
致
が
欠
か
せ
な
い
。
在
京
の
皆
さ
ん
の
知

東京事務所周EZEEZ雲式典

所狭しと約ワ00人が出席した東京事務所開設

記念式典 (九 ・東京のマツヤサロン〉

恵
と
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
情
報
収
集
、
誘

致
活
動
に
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、

故
郷
大
村
と
在
京
の
皆
さ
ん
の
人
的

交
流
の
事
務
所
に
し
た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

空
、
陸
と
立
地
条
件
の
整
っ

て
い
る
大
村
市
、

東
京
事
務
所
開
設
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
の

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
村
市
東
京
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
1
丁
目
7
1
2

ド
リ
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
加

号

8
0
3
・
2
8
8
・
1
7
6
4
レガド

'
lv 

ポア

使
イ
大

ベ
日

ゴ

駐

企長会

氏
副
夫

会
早

人

布
藩

島
村大

幸

企

若
支」

と

行

動

市
の
木

「イ
チ
イ
ガ
ふ
」
に
決

皆
さ
ん
か
ら
の
、大
村
市
の
木
指
定
の
た
め
の

人
気
投
票
で
、
「
ヵ
シ
の
木
」
が
1
位
で
し
た
。

カ
シ
の
木
に
も
色
々
な
種
類
が
あ
る
た
め
、

そ
の
中
か
ら
大
村
市
の
木
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

「イ
チ
イ
ガ
シ
」
を
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
日
平
成
元
年
6
月
1
日

な
お
、
投
票
の
結
果
は
、

1
位
カ
シ
の
木
、

2
位
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
3
位
ク

ロ
ガ
ネ
モ
チ
、

4
位
、
ン
イ
の
木
、

5
位
ヤ
マ
モ
モ
、
6
位
ホ
ル

ト
の
木
で
し
た
。

イ
チ
イ
ガ
シ

イ
チ
イ
ガ
シ
の
木
は
、
大
村
の
イ
チ
イ
ガ
シ

天
然
林
(
代
表
的
原
始
林
、
非
常
に
珍
し
い
森

林
植
物
相
)
と
し
て
、

昭
和
何
年
1
月

μ
日
付、

文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
天
然
林
は
、
狸
の
尾
溜
池
(
市
内
雄
ケ

力

ー

九
州
青
年
市
長
会
開
か
れ
る

l

九
州
各
市
の
却
j
ω
歳
代
の
青
年
市
長

(
6

市
)
で
構
成
す
る
、
第
5
回
九
州
青
年
市
長
急

が
6
月
2
日、

3
日
の
両
日
、
当
市
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

お
た
が
い

、の
市
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
問
題

点
な
ど
の
意
見
を
交
換
し
、
行
政
や
地
域
の
活

性
化
な
ど
に
役
立
て
よ
、
っ
と
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
松
本
崇
(
大
村
)
、
中
村
太
郎
(別

( 

府
)
、
塩
塚
公

一
(
大
牟
田
)、楠
団
幹
人

(築

紫
野
)
、
福
永
浩
介

(
人
吉
)
の
、

5
市
長
が

参
加
。

長
崎
空
港
や
三
彩
の
里
、
大
村
公
園
、
旧
円
融

寺
庭
園
な
ど
の
視
察
や
、
千
田
広
志
氏
(
親
和
銀

行
調
査
部
調
査
課
長
)
の
、
「
幻
世
紀
へ
向
け
て

の
地
域
の
活
性
化
」
と
題
す
る
講
演
や
意
見
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2 -

原
町
)
に
接
し
た
標
高
2
0
0
1
3
0
0
m
、

面
積

n
h
の
丘
陵
地
に
所
在
し
、
旧
藩
時
代
は

大
村
藩
の
直
轄
林
で
し
た
が
、
明
治
に
な
っ
て

廃
藩
置
県
後
国
有
林
と
な
り
、
更
に
昭
和
初
年

に
市
有
林
と
な

っ
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

我
が
国
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
イ
チ
イ
ガ
シ

天
然
林
と
し
て
学
術
上
の
高
い
価
値
を
得
て
い

ま
す
。

特
性

常
緑
高
木
で
、
大
き
い
も
の
は
樹
高

m

m
、
直
径
2
m
に
達
す
る
。
樹
皮
は
暗
褐
色
ま

た
は
灰
褐
色
で
、
葉
は
有
柄
で
互
生
し
、
先
は

と
が
り
、
上
部
に
鋭
い
の
こ
ぎ
り
歯
が
あ
る
。

5
月
に
開
花
し
、
日

1
1
月
に
実
を
つ
け
る
。

IJ..;:: __~"-- ‘，. ~\ -¥ 
施設や名所などを視察する5市長ら

(た ・三彩の里ほか)



み
が
さ
ん
の
恵
国
"
が
反
欧
さ
れ
ま
す

移動芸術祭新劇公演

心に "ゆとり"と ~
"感動M を~怒たに f

劇団文学座

期
日
場
所

日
程
表
の
と
お
り
で
す
。

市政懇談会日程表

地 区 月 日 場 所

松 原 7月10日(月) 松原出張所大会議室

福重 7月12日(水) 福重 " " 
西大村 7月20日(木) 中地 区公民館講堂

大 村 7月24日(月) 市コミセン大会議室

三浦 7月26日(7同 三浦出張所大会議室

鈴 回 7月31日(月) 鈴田 " I! 

萱 j頼 8月4日(針 萱j頼 I! " 
竹松 8月7日(月) 竹松 " " 

「愛と偶然の戯れ」

時間 :午後 1時10分から 4時まで
※午後 1時10分より 「花と歴史のかおる街おおむ ら」のビ

テオを放映します。(上映時間約20分 )

全容確認「土井の浦窯跡 J

日時 9月28日(木)

場 所 市民会館

出演 平淑恵、金内喜久夫、新橋耐子ほか

前売券発売 7月16日(日)よ り

入場料:大人 3，000円 小・中・高生 1，500

円(消費税込)

前売券発売所 :アオパラジオ商会 、長崎書

庖、原田楽器大村庖・諌早居、森竹電器庖、

大村浜屋 1階プレイガイド、れすとらん浜

田、 商工会議所、市立図書館、各出張所、市

役所受付、中地区公民館、市コミセン、西大

村地区コ ミセン、市教育委員会社会教育課

午後6時30分開演

年 ほ井掘
4 昨ぽのさ大
月年確浦ぞL村
か春認窯主城
ら発さ 跡 事下
発見れ」嬰で
掘さ ま のよ主初

望汽た委理学 保存状態ガ良く全国でも貴重な「土井の浦窯跡」
を今 。が土発 C% ・陰平町〉

→ 

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
親
し
く
接
し
、

「
明
る
く
住
み
よ
い
夢
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
市
政
懇
談

会
を
聞
き
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

H

大
村
文
化
H

第
4
号
刊
行

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
結
果
で
、

高
さ
1
・
5
m
、幅
3
j
4
m
、
8
部
屋
か

ら
な
る
長
き
却

m
の
登
り
窯
が
、
さ
ら
に
、

そ
の
上
方
に
、

別
の
窯
跡
が
発
掘
さ
れ
ま

し
た
。
窯
跡
か
ら
は
、
カ
メ
や
良
質
の
茶

わ
ん
、
す
り
鉢
、
皿
な
ど
が
出
土
し
て
い

ま
す
。

こ
の
窯
跡
は
、
大
村
郷
村
記
で
、
3
0
0

年
以
上
も
前

(
1
6
7
6
年
)
に
築
か
れ

た
こ
と
が
判
明、

ま
た
、
大
村
家
の

「九

葉
実
録
」
に
、
藩
主

・
純
長
が
見
学
し
た

記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、文
書
の
記
録
と
窯
跡
が

一

致
す
る
例
、
そ
し
て
、
天
井
部
分
が
崩
壊

し
て
い
る
も
、
復
元
可
能
な
状
態
で
残

っ

て
い
る
窯
跡
は
、
全
国
で
も
数
少
な
く
、

教
育
委
員
会
で
は
、
専
門
家
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
保
存
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
、
皆
さ
ん
の
家
に
、
「
土

井
の
浦
窯
跡
」
で
焼
か
れ
た
茶
わ
ん
な
ど

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
っ
た
ら
ぜ

ひ
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

B 5判 142ぺ ー ジ、表紙は平成元年の

夜明け(大村湾より寺島方向を望む) 、中

表紙大村純!~，~公画「孫悟空」

内容は(特別寄稿) 、福田清人、前田喬

介、田中誠、佐古亮尊、松崎 シズヨ、 辻義

宣、中村朋義、中島与四郎の諸先生から特

別寄稿。倉Ij立10周年を迎 えての団体回想、等

その他美術作品、文芸作品、活動報告など。

頒布価格 1部 1，000円

申し込み 大村市文化協会事務局(社会教

育課内)
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画面~[!]OO
保陵料が

納杭られ怒し、

二九fsとぞ

免除め申請をノ

免除には次の2つがあります。
①生活保護法による生活扶助を

受けている人。
法定免除 ②障害基礎年金または被用者く年

金の障害権年者金(3級は除 ) 
の受給 など。

①所得の少ない方や病気やケガ

申請免除 などで経来済内的にお困りの人
②保険料を 付することが困難
な特別の理由のある人など。

※申請免除は、年度ごとの承認となるため、

毎年 7月31日までに、保険年金課年金係に

申請書を提出してください。ただし任意

加入者は免除の対象になりません。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
や
、
所
得
が
低
く
て
保

険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
な
ど
は
、
申
請
書
を
提

出
し
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
生
命
保
険
や
個
人
年
金
な
ど
に
高
額
の
保

険
料
を
支
払

っ
て
い
る
と
、
免
除
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
額
の

計
算
を
す
る
と
き
に
、
納
め
た
場
合
の

3
分
の
ー
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
有
利
と
は
言
え

せ
ん
。ゆ

と
り
、
が
で
き
た
ら

必
ず
追
納
を

免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
有

利
な
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
あ
と
で

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
追
納
と
い
い
ま

す
。追

納
す
る
場
合
は
、
凶
年
以
内
の
一
分
で
あ
れ
ば
、
免

除
を
受
け
た
当
時
の
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
昭
和
白
年
4
月
以
降
の
免
除
期
間
に
つ
い

て
は
、
追
納
す
る
ま
で
に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加

算
が
つ
き
ま
す
。

心
臓
血
管
外
科

外
来
診
療
は

月
曜
日
の

く相時;'午
一 町 、 ~ 
一¥目U

:中

市
立
病
院
で
は
、

四

月
よ
り
心
臓
血
管
外
科

を
設
け
て
い
ま
す
が
、

外
来
診
療
に
つ
い
て
は
、

外
科
外
来
診
療
室
に
て
、

毎
週
月
曜
日
(
午
前
中
)

に
診
療
し
て
い
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金

戸主
Jι 

給 • 
障
害
基
礎
年
金
の

者

の

皆

さ

ん

ほ
か
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
つ
だ
と
き
は
、
す
ぐ
に

届
け
て
く
だ
さ
い
。

黒老
込+芝

ねに
拝

金

南
方
暗

も
ら
え
な
い
の
似
つ

J¥ 

4-

祉
年
金
は
全
額
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い。

※
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
過
払
い
が
生
じ
、
き

か
の
ぽ
っ
て
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
小
山
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
や

障
害
・
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
た
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
も
、
老
齢
福

祉
年
金
と
同
じ
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
保
険
年
金
課
年
金
係
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

-I' ~~ r--=三三ヨ~
・・・・・・・・・・圃・圃・・・圃園田園田園田園

ア月 q日---10月末まで

工事期間中は、大変ご迷惑をおかけしますが、皆

さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

※県営パスも、工事の関係で路線変更をしますので

お間違いのないようにご注意ください。

ク

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
人
が
、
普
通
思
給

・
普
通
扶
助
料
・
厚
生
年
金
・
退
職
年
金
(
共
済
組

合
)
な
ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
老
齢
福

市道岩舟久原線(上小路公園~丸山商底間)

下水道工事のため軍吉司E置します

期間

ロパス変更路線口今までのパス運行路線趨工事個所



簡
易
水
道
・
市
立
病
院
事
業
な
ど

国
民

整宝
備 E

-kt積

益芸
ん孟E

'喝の
ぷ璽
主詰
'資

で

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
の
積
立
金
の
一
部
は
、
住
民
生
活
の
安

定
向
上
に
直

接
役
立

つ
よ
う
、
そ
の
運
用

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
は
、
地
方

公
共
団
体
が
行
う
簡
易
水
道
事
業
、
病
院

事
業
な
ど
公
共
施
設
整
備
事
業
資
金
の

一

部
に
充
て
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

ー
昭
和
臼
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一
部

に
融
資
を
受
け
だ
も
の

l

簡
易
水
道
事
業

北
部
大
村
地
区
簡
易
水

道
整
備

市
立
病
院
事
業

人
工
心
肺
装
置
な
ど
の

医
療
機
器
必
機
種

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

車
2
台

融
資
額

清
掃
運
搬

総
額
3
億
2
4
5
0
万
円

公

簡 差
易 宅
資 者
金 重
が 鍔
彼 i
- 道
lL蕗

・ .IEt備な

いど
ま
す

簡
易
生
命
保
険
の
積
立
金
は
、
確
実
有

利
で
さ
ら
に
公
共
の
利
益
に
な
る
よ
う
に

運
用
す
る
こ
と
が
、
法
律
上
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
地
方
債
な
ど
へ

の
融
資
を
通

し
て
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

ー
昭
和
白
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一
部

に
融
資
を
受
け
だ
も
の

l

公
営
住
宅

古
賀
島
団
地
C
棟

・
D
棟

義
務
教
育
施
設

福
重
小
学
校
校
舎
増
築

お
よ
び
用
地
造
成

道
路
整
備

坂
口
皆
同
線

・
本
小
路
南
川

企
増
築
さ
れ
た
福
重
小
学
校

h
p
人
工
心
肺
装
置

(
市
立
病
院
)

内
線

基
地
対
策

舗
装

公
園
整
備

池
田
湖
公
園

融
資
額

総
額
1
億
6
8
3
0
万
円

本
小
路
南
川
内
線
道
路
改
良

ワァワミ，ミリ導入

7月26日からス9ート

地域の皆さんが長年待ち望んでいたフ

ァクシミリが、いよいよ7月26日から導

入されます。

本庁までわざわざ出向かなくても¥次

の業務ガ各出張所でうけられます。なお

電話予約申請もできますので¥各出張所

でお尋ねください。

・印鑑証明書発行 ・住民票謄抄本発行

.戸籍謄抄本発行

ザーヒス業基本調査

事業所統計調査に

7月 1日現在でサービス業基本調査と

事業所統計調査(変動状況に関す る調査)

を実施します。

サービス業基本調査は、サービス業事

業所の事業活動の実態、を調査し 、産業従

業者規模別等の分布状況と活動の実態を

明らかにします。

事業所統計調査(変動状況に関する調

査)は、事業所の新設・廃業等の異動状

況を調査し 、事業所の変動状況を明らか

にします。

6月下旬から調査員が事業所を訪問し

て、調査票の記入をお願いしますので、

調査に御協力ください。

ご筋力ぐださLJ./ 

回
日
ω

也

a
a
nμ

4
月
分
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
で
は
、
皆
さ
ん
が
、
医
検
診
は
、
必
ず
受
け
て
早
期
発
見

・

療
機
関
な
ど
で
受
診
さ
れ
た
、
4
月
分
の
早
期
治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を
7
月
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
保
険
係

人
は
、
病
気
に
な

っ
て
は
じ
め
て
健
康

で
あ
る
こ
と
の
尊
き
を
知
る
も
の
で
す
。

糧!児

お 331童
す鎧|手

宅害当
ZE 

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、

6
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
通
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
と
支
給
が
止
ま
り
ま
す
。

※
児
童
手
当
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

市
民
課
児
童
手
当
担
当
へ

。

戸

h
u



....空き缶はすてないで .1(只 -市内一円〉

環境週間にちなみ¥6月11日¥市内一

斉に「空き缶回収キャンペーン」ガ行わ

r れぎしだ。

んの'

などが回収され¥街並みもスツキIj。

ここ大村公園でも¥ボーイスカウト

ガールス力ウト¥婦人会¥青年会議所、

商工会議所青年部などが参加し¥清掃奉

仕を行いました。

ま~ )レ 1 c::; 

持前月ts;
l町一 Oo日市 も

駒 m地 ¥老
そ な の 区隆人

目、問主ZE
楽レ走約長ブ モ
し lゲ7場運?し

jetif;JS 
を皆競ノヘ杓 !上く
燥さ争心まツ売売z u君主主産
lプて o石宗ぎ

l' 

企中浦ジユリアンの生い立ちを探る

(% ・福祉センター〉

大村史談会などが主催しだ¥「郷土史発表会」

ガ¥6月 3日、福祉センターで開かれましだ。

講師の小佐々学氏 〈東洋醸造勤務〉ガ、天

正遣欧少年使節でヨ一口ツ/てに渡つ芝、中浦

ジユリ戸ンの¥今までにわかっていなかっだ

家系など、新しい生いだちを発表しましだ。

ハh
u

h
F
時
間
を
大
切
に
し
て
ね
/

(
劣

・
三
城
保
育
所
)

三
城
時
計
后
(
仲
野
淳

一
社
長
〉
は
¥
時
の

記
念
日
を
前
に
¥
三
域
保
育
所
や
大
村
知
椎
園

な
ど

6
保
育
所
(薗
)、
幼
稚
園
に
「は
と
時
計
」

を
贈
り
ま
し
だ
。

三
城
保
育
所
の
園
児
た
ち
は
¥

「ポ
ツ
ポ
ツ
」

と
鳴
く
時
の
立自
に
大
喜
、
ひ
。
お
礼
に

「時
計
の

う
だ
」
な
ど
、歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
だ
。

企気合が入ってますね(% .市民体育館〉

おおむら菖蒲まつり剣道大会ガ6月11

日¥市民体育館で行われまし芝。

県内をはじめ¥遠くは福岡・大分など

から¥約 100チーム、 500人ガ参加

気合の入つだかけ声ガ、 館内を埋めつく

しぎしだ。



大村市総合文他会館

建設準備室を開設

総合文化会館建設準備室の砂

看板を掲げる松本市長(右)

と広田総務部長

ど
ん
な
災
害
に
も
手
際
よ
く

ー
長
崎
県
総
合
防
災
訓
練
|

県
総
合
防
災
訓
練
が
5
月
日
日
、
大
村

発
電
所
内
埋
め
立
て
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
田
知
事
を
統
括
官
に
、

7
自
治
体
の

ほ
か
、
消
防
、

自
衛
隊
、
警
察
、
N
T
T
、

ガ
ス
関
連
会
社
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
約

1
2
0
0
人
が
参
加
。

訓
練
は
、
大
雨
、
強
風
、
地
震
な
ど
に

よ
る
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
、

河
川

は
ん
ら
ん
時
の
土
の
う
積
み
や
、
油

・
建

物
火
災
の
消
化、
崩
壊
し
た
建
物
や
埋
没
車

か
ら
の
救
助
、
配
電
線
・
ガ
ス
・電
話
の
復

旧
な
ど
、
手
際
よ
く
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た

問
m
w
a諭
巴
anω
圃
羽
窃
窃

災害避難場所増設地区

地区別 避 難 場 所 電話番号

東大村 東大村小学校 @ 7060 
塁王 木 黒 木 小 学 校 @ 7 8 0 0 

久原 市民体育館 @ l 5 5 2 

IA島が加 園芸高 校 @3  1 2 1 

わり ます 大村高 校 @2  6 6 0 

議
し
ま
し
た
。

な
お
、

6
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
災

害
緊
急
避
難
場
所
に
、
上
記
地
区
が
増
設

さ
れ
ま
し
た
。

砂
災
害
危
険
個
所
を
視
察
し
対
策

を
協
議
す
る
関
係
者

(
広

・
諏
訪
ほ
か
)

サラトマン(有業者1人)の減税官 需 )ご寄じですか

あなたの減税
納税者の重税感、不公平感を

解消するための、 62年、 63年の

税制改革により、あなたの所得

税・住民税負担.はぐっと軽くな

ります。左の表であなたの減税

額を チェ ックしてみましょう 。

辺k礎竺夫婦子2人夫婦子l人夫 婦 独 身

300万円 ム 6.9ム 7.6ム 8.6ム 4.2

400万円 ム11.5ム12.1ム13.1ム 7.9

500万円 ム16.3ム16.5ム18.7ム14.4

600万円 ム22.7ム23.5ム26.8ム18.0

800万円 ム38.1ム37.2ム38.9ム28.5

手際よく訓練ガ行われました

(九 ・大村発電所内埋め立て地〉

(国夫婦子2人の場合、子l人は16歳-22歳と して計算。

7 -

和
的
山
年
ロ
月
、
委
員
初
人
に
よ
る
「
大
村

市
総
合
文
化
会
館
建
設
準
備
懇
話
会
」
が

発
足
。
日
年
7
月
に
は
答
申
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
答
申
書
を
も
と
に
、
当
初

市
制
施
行
日
周
年
に
当
た
る
平
成
4
年
度

完
成
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
財
源
確

保
な
ど
の
理
由
で
、
平
成
4
年
着
工
を
め
雨
期
を
前
に
、
市
長
を
は
じ
め
、
消
防

大
村
市
総
合
文
化
会
館
建
設
に
伴
う
同
ど
に
し
て
い
ま
す
。
総
工
費
m
w
i
m
億
円
署
長
や
警
察
署
長
な
ど
、
関
係
者
約
加
入

準
備
室
を
、

6
月
2
日
開
設
。
今
後
更
に
、
で
、
市
で
は
、
建
設
基
金
の
積
立
て
な
ど
は
、

6
月
2
日
、
増
水
の
恐
れ
の
あ
る
河

具
体
的
な
計
画
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

で
、
財
源
の
確
保
を
図
り
、
早
期
着
工
を

川
や
、
地
滑
り
、
急
傾
斜
地
な
ど
の
危
険

総
合
文
化
会
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

昭

目

指

し

ま

す
。

個
所
を
視
察
し
、
今
後
の
対
策
な
ど
を
協

T
O
L
t
u

原
市
1
町
九
印
占
1
q
o占
1
甲
宅
平
阜
市
、
O
A
4
0
4
h
O占
1
P
L
P白
1
目
白

-F
占
1
U
1
t
町
史

E

寄

お

広

い

会

年

村

ゆ

れ

か

て

集

少

大

夕

、

ひ

す

-
e
C

め

し

、

欧

¥
ン

伸

↓↓ひ

し

史

じ

こ

が

遣

て

セ

ら

い

課

p
l
」」

歴

o

↓a
U
ん

o

正

し

発

ガ

て

報

F
苅

止

と

だ

坦

こ

せ

い

天

そ

開

れ

め

庄

V勺
レ

花

し

R

く

ま

さ

¥

¥

吋

」

と

書

・・『7
1
「

ま

P
だ

き

だ

ぶ

跡

技

¥

ま

秘

・、一，
U

償
問

オ

し

の

だ

で

く

う

史

業

ど

に

可

ぱ

回

1
デ

成

へ

い

し

用

よ

の

工

な

分

せ

ιーパ

ビ

完

客

用

貸

利

し

ど

県

路

加

わ

L
E
司

用

ガ

光

利

お

ご

花

な

や

道

約

合

d
F
r

R
」

観

ご

は

に

や

跡

ク

速

¥

れ炉

、デ

3

p
ら

や

も

に

ど

桜

城

一
吉
岡
を

問

ab
F
r

の

む

致

に

人

な

、
畠

パ

¥
姿

・

市

お

誘

ん

個

会

は

玖

ク

港

の

み

寸

お

業

さ

o

修

容

、

テ

空

村

込

大

街

企

皆

す

研

内

節

イ

崎

大

し

る

く

ま

や

使

ハ

長

く

申



質
問
内
容

①
い
ま
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ

・
サ
ー
ク
ル
名

入
会
歴

②
入
会
し
た
動
機
な
ど

①
現
在
の
活
動
状
況
な
ど

④
今
後
の
抱
負
な
ど

田
崎
菊
香
さ
ん

(
日
歳
・
玖
島
3
丁
目
)
主
婦

ぼ

く

の

わ
た
し
の

た

ほ

ち

ょ

う

器

岡号

知
日

啓
く
ん

(
叩
歳

・
原
口
町
)

野
島
進
吾
さ
ん

(
引
歳

・
武
部
町
)
自
営
業

くん(諏訪2丁目〉

25生まれ

介、、ノル登場

樹

ハU
凋
汁

l
l

下

S. 62 

で
大

アグ

目
黒
椋

町、、、

か

b 

も

の
①
当
時
は
、
「
第
九
を
う
た
う
会
」
と
称
し
て

発
足
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
「
オ
ペ
ラ
カ
ル
メ

ン
を
う
た
お
う
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

入
会
歴
3
年
。

②
唄
う
こ
と
が
好
き
で
、
以
前
か
ら
、
カ
ト
レ

ア
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
団
体
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

3
年
前
、
総
合
文
化
会
館
建
設
の
計
画
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、

「
新
し
い
総
合
文
化
会
館
で

フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、
ぷ
弟
九
。
を
う
た
い

た
い
」
、
と
の
願
い
か
ら
結
成
し
ま
し
た
。

③
結
成
当
時
は
、
2
5
0
人
位
の
会
員
が
い
た

ん
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
秋
開
催
さ
れ
る
市
民
音

楽
祭
が
初
周
年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
親
し

み
ゃ
す
い
「
オ
ペ
ラ
カ
ル
メ
ン
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
皆
き
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
練
習
を
し
、

一
同
に
集
ま
る
の
は
月
1
回

で
す
が
、
男
性
が
少
な
い
の
か
残
念
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、

「
第
九
」
も
練
習
し
て
い
ま
す
。

④
い
ろ
い
ろ
な
催
し
な
ど
で
、
市
民
会
館
を
利

用
し
ま
す
が
、
狭
く
て
不
自
由
し
て
い
ま
す
。

1
日
も
早
く
総
合
文
化
会
館
が
完
成
す
る
の

を
願
い
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
い
く
ら
か
で

も
力
に
な
り
た
い
と
音
楽
団
体
協
議
会
で
は
、

音
楽
祭
や
合
唱
祭
な
ど
の
余
剰
金
を

「総
合
文

/ 
、、、、

①
商
工
会
議
所
青
年
部
「
F
・
F
ま
つ
り
委
員

会」

。
入
会
歴
1
年
3
か
月

②
何
か
を
し
て
、
自
分
自
身
を
磨
き
た
い
と
思

っ
て
い
た
と
き
、
叔
父
が
こ
の
部
に
入

っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
入
会
し
ま
し
た
。

今
思
う
こ
と
は
、
行
事
や
祭
り
な
ど
、
今
ま

で
華
や
か
な
表
の
部
分
だ
け
し
か
見
え
な
か

っ

た
の
が
、
世
話
を
す
る
人
、
準
備
を
す
る
人
な

ど、

裏
の
面
を
垣
間
見
て
、
会
員
の
パ
ワ
ー
を

感
じ
る
と
共
に
、
感
動
さ
え
も
覚
え
て
い
ま
す
。

③
商
工
青
年
部
は
、
昨
年
叩
周
年
を
迎
え
ま
し

い疋ずら小僧で¥今日も卵を31固も割られて

しまいました。でも元気なのが何よりも嬉しい。

• (白 ・京子さん〉

ぼ
く
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
耳

ガ
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

一
歳
半
の
時

か
ら
ほ
ち
ょ
う
器
を
つ
け
ま
し
た
。

は
じ
め
は
い
や
で
し
だ
、
ガ
¥
月
目

、
か
だ
っ
に
つ
れ
な
れ
て
き
ま
し
だ
。

あ
る
臼
の
夜
¥
田
ん
ぼ
に
近
づ

い
て
自
を
つ
む
っ
疋
ら
¥
力
工
ル

ガ

H

ケ
ロ
ケ
口
H

と
な
い
て
い
ま

し
だ
。
ま
だ
¥
魚
つ
り
を
し
て
い

る
と
¥
波
や
船
な
ど
の
立
目
、
ガ
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
と
て
も
だ
の
し
い
。

ま
だ
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
音
を
聞

き
た
い
で
す
。

ほ
ち
ょ
う
器
は
¥

ら
も
の
で
す
。

ぼ
く
の
だ
か

こん砲ヲ・11，ーフ知ヲて~?
..d 
Z玄画

視聴覚ライフ、ラリー

市民映

長テ己診家
ア月 8日(土)午後 2時--3時30分

西大村コミセン

く題名〉

リンカーン物語〈戸二メーション20分〉

ダンプ母さんと子どもたち(児童劇41分〉 化
会
館
建
設
基
金
」
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
総
合
文
化
会
館
が
建
設
さ
れ
る

の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

、、
、

児
島

陽
子
さ
ん

(
犯
歳
・
久
原
1
丁
目
)
主
婦

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や
よ
い
会
」

。

入
会
歴
1
年
3
か
月
(
設
立
が
昨
年
3
月
)

た
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
-
人
3
株
・
幻

万
本
の
日
本

一
の
あ
じ
さ
い
公
園
を
目
指
そ
う

と
「
あ
じ
さ
い
基
金
」
を
設
け
ま
し
た
。
現
在

大
村
公
園
を
中
心
に
約
1
万
6
千
本
が
他
関
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
前
の
F
F
広
場
な
ど
、
花
の

ま
ち
大
村
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
観
光
地
の
見
直
し
、
講
師

を
招
い
て
の
人
生
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ

・
パ

ソ
コ
ン
の
研
修
、

夏
越
ま
つ
リ
で
は
、
神
卓
・

玉
替
え
な
ど
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
力

木
彩
会
は
、
昭
和
臼
年
度
の
「
趣
味
の
絵
画

講
座
」
の
開
講
後
、
せ

っ
か
く
の
精
進
の
結
果

と
、
人
的
交
流
の
紳
を
無
に
す
る
の
は
賢
明
で

健康テレホンサービス
0958・26・5511

くア月のテーマ〉

月 低血圧

火 子 どもの肘の脱臼

水 子ども の貧血

木 染被bf(目の前に黒い ものが飛ぶ)

金 6歳臼歯

土日 つわりの話
②

H

何
か
お
役
に
立
ち
た
い
。

と
思

っ
て
い
た

私
は
、
昨
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
、

社
会
福
祉

協
議
会
が
主
催
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
が

あ
る
の
を
知
り
入
講
。

そ
の
後
「
や
よ
い
会
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
に
、
各
地
区
公
民
館

の
講
座
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
で
、
自
分
へ
の

可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「や
よ
い
会
」

で
は
、
今
は
引

っ
越
し
き
れ

ま
し
た
が
、
脳
障
害
で
、
一
生
歩
け
な
い
か
も

し
れ
な

い
子
供
の
、
明
日
へ
の
希
望
を
託
し
て

リ
ハ
ビ
リ
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
週
1
回
の

手
伝
い
で
し
た
が
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
、
頭
さ

え
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
頭
を

上
げ
前
進
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
表
情
も
豊
か

に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
子
は
、
私
に
人
間
の
可
能
性
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

生
活
に
ハ
リ

を
与
え
て
乙
れ
ま
し
た
。
こ
の
外
、

独
居
老
人

の
慰
問
、
学
習
会
、
施
設
見
学
な
ど
、
社
会
奉

仕
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

④
お
互
い
の
幸
せ
の
た
め
、
自
分
自
身
の
た
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
生
活
の

一
部
に
な
っ
て
ほ

し
い
し
、
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
で
交
わ
え
る
仲
間

づ
く
り
が
で
き
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

8-

を
合
わ
せ
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

④
い
ま
、
部
員
は
男

・
女
合
わ
せ
て
加
数
名
、

平
成
元
年
度
は
、

1
0
0
名
突
破
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

F
F
交
流
会
で
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、

ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
久
原
養
護
学
校
、
水
、
王
町
園

芸
ク
ラ
ブ
、
大
村
子
供
の
家
、
向
陽
寮
な
ど
と

一
緒
に
、

町
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
も
っ
と
も
っ

と
仲
間
を
増
や
し
た

い
。

ま
た
、
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
「
あ
じ
さ

い
基
金
」

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
な
い
、
と
言
、
っ
趣
意
か
ら

、
同
好
者
相
寄
り

昨
年
日
月
結
成
さ
れ
た
、
比
較
的
新
し
い
グ
ル

ー
プ
で
す
。
以
来
、
引
き
続
き
村
部
先
生
の
指

導
を
頂
い
て
い
ま
す
。

当
初
日
人
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
只
今
会
員

は
お
人
、
初
心
者

・
経
験
者
の
別
な
く
、
仲
よ

く
賑
や
か
に
絵
筆
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
油
彩

水
彩
、
木
炭
、
い
ず
れ
も
自
由
で
す
。

会
員
の
半
数
は
女
性
で
、
主
婦
の
方
が
大
部

分
で
す
が
、
昼
間
が
長
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
ち
ょ
う
ど
、
家
事
の
時
間
帯
と
重
な
り
ま

す
の
で
、
大
変
な
努
力
が
要
る
と
思
い
ま
す
が

み
ん
な
朗
ら
か
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

集
団
で
描
く
こ
と
は
、
楽
し
い
雰
囲
気
を
作

る
と
共
に
、
最
も
良
い
勉
強
方
法
で
も
あ
り
ま

す
。
絵
の
好
き
な
方
、
描
く
こ
と
に
興
味
の
あ

る
方
、
是
非
入
会
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

定
例
日

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時
j
9
時

場
所

中
地
区
公
民
館

講
師

村
部
良
明
先
生

連

絡

先

包
②
2
2
9
7
角
田
薫

コミセン

サ9デーナイト
コふサート

ア月15日(土)午後ア時開演市コミセン

(午後6時30分間場〉入場無料

出演 M . 0 . C (モダンジャズコンボ〉

賛聞出演…・宮崎博司とそのグループ (J¥ワ

イ7フン〉

曲目 A列車で行こう、フ、、ルーボッサ¥枯

葉、ブルーハワイ¥南国の夜ほか

ハ可
U



三
種
混
合
料
品
リ
明

該
当
す
る
幼
児

・
第
1
期
(
初
回
免
疫
者
)
:
生
後
払
か

月
j

必
か
月
の
初
回
免
疫
が
完
了
し
て

な
い
幼
児

(
要
領
)
3
1
8
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
、

3
回
接
種
し
ま
す
。

-
第
2
期
(
追
加
免
疫
者
)
:
・
第
1
期
3

回
目
接
種
後
ロ
1
日
か
月
に
至
る
期
間

の
幼
児

(
要
領
)
い
ず
れ
か
の
日
に
1
回
接
種
し

予
防
接
種

ま
す
。

接
種
で
き
な
い
幼
児

.
熱
が
あ
る
幼
児

・
か
っ
け
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
疾
患

の
幼
児

-
胸
部
リ
ン
パ
体
質
の
幼
児

-
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
幼
児

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

お
願
い

体
温
は
必
ず
計

っ
て
き
て
く
だ

赤
ち
ゃ
ん
捗
協
ゆ
っ
た
内
か
し
マ
お

V
Tも

ち
ゃ
ん
と
膏
っ
か
作

ー
そ
の
A
1
1

つ
い
最
近
ま
で
育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
た
言
語
発
達
遅
滞
児
(
運
動
能
力

発
達
遅
滞
児
で
も
あ
り
ま
す
)
の

K
君
は

正
に
こ
の
標
題
の
犠
性
者
だ
と
二

一一口
う
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

彼
が
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
初
め

て
私
の
前
に
現
れ
た
時
の
印
象
は
、

1
歳

半
ぐ
ら
い
の
赤
ち

ゃ
ん
を
、
そ
の
ま
ま
6

歳
児
ぐ
ら
い
に
引
き
伸
ば
し
た
と
言
え
は
、

え
」
い

。

時
間

い
ず
れ
も
午
後
2
時
1
3
時

※
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

(
2
種
)
も
同

時
に
行
い
ま
す
。

表

rzs == 場 名 1回目 2回目 3回目

市 役 所 7月4日 7月25日 9月5日

萱瀬出張所 (火) (火) (火)

西大村コミセン
7月5日 7月26日 9月6日

= 浦 出 張 所

鈴田出張所
(水) 。同 (水)

竹松出張所 7月6日 7月27日 9月7日

福重出張所 (木) (木) (木)

中地区公民館 7月7日 7月28日 9月8日

松原出張所 詮j (針 (針

程日種十妾防予
ご
相
像
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

本
当
の
年
齢
は

5
歳
に
な
っ
た
ば
か
り

で
し
た
が
、
体
格
は
と
て
も
良
い
の
で
1

歳
分
は
上
。
で
も
運
動
能
力
は
、
初
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
の
溝
も
渡
れ
な
い
、
歩
行
さ
え

少
し
ふ
ら
つ
く
感
じ
で
、
安
定
感
が
無
い

と
い
っ
た
状
態
な
の
で
す
。

彼
が
生
ま
れ
た
頃
は
、
都
会
の
団
地
に

住
ん
で
い
た
の
だ
そ
う
で
す
が
、
誰
か
ら

聞
い
た
と
い
う
確
か
な
記
憶
は
無
い
も
の

の
「
赤
ち

ゃ
ん
は
ほ

っ
た
ら
か
し
て
お
い

て
も
、
ち

ゃ
ん
と
育
っ
と
信
じ
て
疑
わ
な

か
っ
た
」
と
、
お
母
さ
ん
。

「
育
児
。
い
く
じ
。
イ
ク
ジ
」
と
、
目

の
色
を
変
え
て

い
る
近
所
の
方
々

を
見
て
、

夏
休
み
学
童
保
育

児
童
を
募
集

対
象

共
働
き
、

ギ
ッ
子

場
所

中
央
小
学
校
第
2
理
科
室
、
大
村

幼
稚
園
保
育
室

期
間

7
月
紅
白
幽
1
8
月
紅
白
肘

※
日
曜
日
と
お
盆

(
8
月
日
日

1
凶
日
)

は
休
み
ま
す
口

時
間

午
前
8
時
1
午
後
5
時
初
分

受
け
付
け

7
月
凶
日
目
午
前
山
時
1

1
時
、
中
央
小
学
校
第
2
理
科
室
お
よ
び

大
村
幼
稚
園
保
育
室

問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

夜
間
・:
(
@
8
9
3
9
小
川
)

(@
2
8
6
0
浜
田
)

※
男
子
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

母
子
、

父
子
家
庭
の
カ

「実
は
せ
せ
ら
笑
っ
て
い
た
の
で
す
」
と
。

ほ
っ
た
ら
か
し
て
お
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
育

つ
な
ら
、
こ
ん
な
楽
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
ね
。

「今
頃
、
こ
の
よ
う
な
事
に
な
っ
て
、
自

分
の
愚
か
さ
に
気
が
付
い
て
も
、
も
う
取

り
返
し
は
つ
か
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
子

の
た
め
な
ら
、
ど
ん
な
事
を
し
て
も
償

っ

て
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
元
の

0

歳
に
は
戻
れ
な
い
し
、
必
死
の
努
力
で
効

果
が
上
っ
た
と
し
て
も
、
完
全
に
遅
れ
を

取
り
返
す
こ
と
は
不
可
能
に
近
い

の
で
す
。

「
耳
と
こ
と
ば
」
の
相
談
員

渡
辺
末
男
先
生

平成元年 5月31日現在

人傷事故
5 月 今年度の累計 目リ年度同期 増減

件数死者傷者 件数死者傷者 件数死者傷者 件数死者傷者
件 人 人 件 人 人 {牛 人 人+f牛 人 人

大 村 市 + 
25 O 38 144 1 179 100 1 116 44 O 63 

件 人 人 {ヰ 人 人 {牛 人 人+{牛 人 人

長 山奇 県 + + 
546 5 694 2355 35 2950 2272 30 2868 83 5 82 

大村市の
f牛 f牛 1牛 {牛

物損事故
108 515 509 +6 

-10-

交通事故発生状況

(
着
物
着
付
)

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
方
の
自

立
促
進
を
目
的
に
聞
き
ま
す
。

内
容

着
物
着
付
(
受
講
料
は
無
料
)

期
間

7
月
日
日
同
j
約
6
か
月
間
、
毎

週
水
ま
た
は
木
曜
日
午
前
9
時
初
分
j

日
時
加
分

講
師

松
永
正
枝
先
生

定
員

初
人

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館

申
込
期
限

7
月

ω日
開

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
各
地
区
母
子

会
長
ま
た
は
、
福
祉
課
老
人
福
祉
係
へ

。



プ
ー
ル
で
は
、
注
意
事
項
を
守

り
、
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
小

・
中
学
生
は
、
夏
休

み
期
間
以
外
は
、
土
曜
日
の
午
後

みんなで創り・みんなが楽しむ・ふるさと祭り

第10回おおむら夏越まつり
2日 .3日本まつり

出場者・出居者を募集

おおむら音頭コンテスト

8月4日宵まつり

あ
ら
か
じ
め
プ
l
ル
管
理
棟
の

.

前
に
掲
示
し
ま
す
。

.

使
用
料

一

大
人

・
高
校
生
1
3
0
0
円

.

小

・
中
学
生
1
1
5
0
円

.

幼
児

l
無
料

.

注
意
事
項

…

①
必
要
以
外
の
現
金
や
時
計
な
ど

い

貴
重
品
は
持

っ
て
こ
な
い
で
く

一

だ
さ
い

。

②
自
転
車
は
な
る
べ
く
乗

っ
て
こ

い

な
い
で
く
だ
さ
い
。
乗

っ
て
く

い

る
場
合
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
、

.

き
ち
ん
と
整
と
ん
し
て
く
だ
さ

い

③
水
着
や
タ
オ
ル
な
ど
所
持
品
に

…

は
、
必
ず
住
所

・
氏
名
を
書
い

.

て
く
だ
さ
い
。

④
プ
l
ル
サ
イ
ド
は
焼
け
て
熱
い

…

の
で
、
付
き
添
い
の
人
は
上
履

い

き
が
必
要
で
す
。

.

テ
ン
ト
の
張
り
方
、
は
ん
ご
う

一
炊
飯
、
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
l
、

一

ゲ
l
ム
、
キ
ャ
ン
プ
の
安
全
な
ど

一

の
実
技
講
習
会
で
す
。

一

日
時

7
月
8
日
出

午

後
2
時

j
9
時

一
場
所

光
と
緑
の
国
向
陽
寮
(
西

一
大
村
本
町
)

一
対
象

・
定
員

成
人
・
印
人

一
参
加
費

1
5
0
0
円
(
夕
食
、

…
材
料
代
、
資
材
代
を
含
む
)

・
講
師

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
日
曜
日
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

期
間

7
月
1
日
ω
1
9
月
刊
日
間

時
間

午
前
日
時
j
午
後
6
時

休
み

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日

※
休
み
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
は

町内・職場.')、、ループなどで¥連を作って

出場しぎせんか。

ゆかだ納涼コンテスト

さわやかで、 健康で、ゆかだの似合うあな

たY女性はもちろん男性もどしどし出場し

てくだ、さい。

出居者

個性ある出屈で¥まつりの雰囲気を大いに

盛り上げてくだ、さい。

※協賛金 5，000円(8月2・3日〉

※商后・団体-個人を問いません。

申し込み ・問い合わせ

おおむら重越まつり協賛会

(fi⑫ 2580 青年会議所内〉

野岳湖自然公園センターオーブン記念

ワァミリーキやふブ大会

日時 7月15日(土)(一泊)

午後 3時集合、 16日正午解散

集合場所 野岳湖自然公園センター

参加者 家族グループ単位

参加料 一家族 500円

申し込み 商工観光課

申込期限 7月10日(月)

内容 キャンプファイヤ一、 レ

クリェ ーション指導、ペ ダル

ボー ト・自転車の無料開放、
オリエ ンテーリング、郡岳登

山自然休養林散策

※食事については各自持ってき

てください。

w

w

か
や
い
吋

た
め
し
い
ν
キ
ャ
レ
プ
を
し
ま
専
科

if タヰ

マ‘ 4f
!ft ，..0 
..l.l 建F

コー
み，

協
会
公
認
指
導
者

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名

・
年
齢

・
性
別

・
電
話

番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
し
ま
す
。

申
込
期
限

7
月
5
日
附
必
着

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

大
村
レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
協
会

事
務
局
(
幸
町
お
j
お
、
市
コ
ミ

セ
ン
内
包
@
3
1
6
1
)
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お
し
の
仕

少
年
歴
史
ク
ラ
ブ

郷
土
の
歴
史
を
知
り
郷
土
を
愛

す
る
心
を
養
い
、
そ
れ
を
日
常
生

活
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
目

的
で
聞
き
ま
す
。

期
間

7
月
i
来
年
2
月
(
期
間

中
約
制
時
聞
の
予
定
)

対
象
・
定
員
小
学
6
年
生
1
中

学
2
年

生

却

人

※
原
則
と
し
て
全
課
程
に
出
席

す
る
人
に
限
り
ま
す
。

内
容

郷
土
の
歴
史

・
文
化
財
な

ど
に
つ
い
て
の
学
習
や
野
外
活
動

(
キ
ャ
ン
プ
な
ど
)

、
文
化
財
の

清
掃
美
化
運
動
な
ど

受
講
料

無
料

申
込
期
限

7
月
ロ
日
制
(
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
方
法

学
校
名
・

学
年

・
氏

名

・
住
所

・
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
市
コ
ミ
セ

ン
(
干
制
幸
町
お
1
お
宮
@
3
1

6
1
)

へ

危
険
物
取
扱
者
お
よ
び
消
防
設
備
士
の
皆
さ
ん

免

状

の

更

新

手

続

き

を

危
険
物
取
扱
者
お
よ
び
消
防
設

備
土
に
関
す
る
法
令
が
改
正
さ
れ
、

免
状
は
凶
年
に
1
回
、
写
真
貼
り

替
え
の
書
き
換
え
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。

免
状
の
更
新
に
つ
い
て
、
該
当

者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

必
要
書
類

①
再
交
付
申
請
書

②
写
真
(
縦
3
m
×
横

M
m
裏
面

に
氏
名
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た

も
の
)

2
枚

③
郵
送
希
望
者
は
、
返
送
用
封
筒

(
簡
易
書
留
の
切
手
3
1
2
円
を

貼
っ
た
も
の
)

④
手
数
料
1
6
0
0
円
(
県
収
入

証
紙
)

申
請
先

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
長
崎
県
支
部
(
一T
制
長
崎
市
金

屋
町
9
番
3
号
市
民
防
火
セ
ン
タ

ー

2
階
企
長
崎
②
5
9
9
9
)

※
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
予
防

係
へ
(
包
⑪
4
1
3
8
)

無
事
故
優
良
運
転
者
を

表

彰

し

ま

す

ー

該
当
す
る
人
は
申
請
を

j

表
彰
区
分

(
7
月
末
現
在
)

-
県
表
彰
・
:
免
許
取
得
後
初
年
以

上
、
初
年
以
上
で
同
年
以
上
の
市

表
彰
を
受
け
て
い
る
人
(
自
動
二

輪
免
許
以
上
)

-
市
表
彰
:
・免
許
取
得
後
日
年
以

上、

日
年
以
上
、
加
年
以
上
、
お

年
以
上
、
初
年
以
上
の
人

(
免
許

の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
)

資
格

免
許
取
得
後
、
継
続
し
て

自
動
車
(
原
付
、
小
特
を
含
む
)

の
運
転
に
従
事
し
、
自
己
の
責
任

に
よ
る
交
通
事
故
歴
が
凶
年
以
上

な
く
、
交
通
違
反
そ
の
他
罰
金
以

上
の
刑
に
当
る
犯
罪
行
為
が

5
年

旬強砂場》お宮司
日時 ア月22日(土). 23日(日)
午後6時~↑O時
場所 竹松駅前商居街通り
催 し 仮装力 二パル¥道行踊り¥

バンド演奏¥チビッコ-オリ工ンテ

ーリング¥勘作座など
※雨天順延

以
上
な
い
人
。

申
請
期
限

7
月
比
日
樹

提
出
書
類

表
彰
上
申
書
、
無
事

故
無
違
反
証
明
書
(
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

た
だ
し
、

7
月
刊
日
間
ま
で
に

表
彰
上
申
書
に
証
明
交
付
手
数
料

一
部
3
0
0
円
を
添
え
て
交
通
安

全
協
会
に
提
出
さ
れ
た
人
に
つ
い

て
は
、
証
明
交
付
手
続
き
を
協
会

に
お
い
て
代
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ

せ

市

交
通
安
全
協
会

(宮
@
9
8
8
9
ま
た
は
@
3
1

2
6
)
 

簡易保険・郵便年金資金

写真コふつー'L作昂募集

締め切り ア月31日(月)

申し込み ・問い合わせ 郵便局

※作文コンク ルの作自も募集して

います。ア月15日(土)まで

みごと優勝大村Aチーム
二ローンボウルス県大会二

さず優
ん れ勝
f た 報
:XQ大 告
ご村 に
市 A 市
役 チ役
所 | 所
) ム を

のお
皆 と

第15団長崎県ローンボウルス大会が、 5月

16日、諌早市で開かれ、大村Aチームがみご

と優勝しました。

大会には、県内各地から22チーム(大村か

らは 2チーム)が参加。強豪を相手に苦しい

戦いでしたが、無欲とチームワークで望んだ

のが功を奏し、今回が初めての優勝です。

おめでとっございました O

つ臼1i
 

官
。
年内匂
指
宿
砂
島
守
只
@

a目
的
出
開
局
国

第
均
四
万
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
u

に
協
賛
し
、
本
年
も
非
行

防
止
パ
レ

ー
ド
や
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、

有
害
環
境
点
検
、
街
頭
補
導
、
少

年
相
談
な
ど
、
少
年
非
行
防
止
を

呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
少
年
非
行
は
、
非
行
の
低

年
齢
化
と
と
も
に
悪
質

・
粗
暴
化

の
傾
向
を
一
層
強
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
次
代
を
担
う
少
年
た
ち

を
心
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
は
、

大
人
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
切
な

使
命
で
す
。

少
年
た
ち
の
た
ま
り
場
や
ワ
イ

セ
ツ
な
看
板
類
を
発
見
き
れ
た
り
、

ま
た
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
相
談
し

7
月
4
l
B
i引
白

た
い
こ
と
が
あ
ら
れ
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
派
出
所
、
駐
在
所
も
し

く
は
大
村
警
察
署
防
犯
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

期
間
中
の
行
事

0

パ
レ
ー
ド

日
時

7
月
8
日
出
口
時
却
分

場
所

市
民
会
館
j
本
町
ア
|
ケ

1
1
ト
ト
'

0

青
少
年
弁
論
大
会

日
時

7
月
日
日
出

午
後
1
時
初
分

場
所
市
民
会
館
大
会
議
室



自

然

観

察

会

日
時

8
月
4
日
樹
、
午
前
日
時

j
午
後
3
時

観
察
場
所

祝
崎

・
陰
平
町
で
地

層
、
動
物
、
植
物
な
ど
の
観
察

指
導
者

県
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導

主
事

参
加
費
用

無
料

(
傷
害
保
険
料

初
円
が
必
要
で
す
)

対
象
・
定
員

市
内
小
学
校
4
年

生
l
中
学
校
3
年
生
・--
mw
人

(
保
護
者
の
参
加
も
可
)

申
込
方
法

次
の
要
項
で
直
接
、

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
学
校
名
②
学
年
③
氏
名
④
年
齢

⑤
住
所
⑥
電
話
番
号

(参
加
者
は
保
護
者
の
承
認
書
を

後
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
)

申
込
期
限

7
月
初
日
同

(
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

集
合
場
所

岩
松
駅
前
広
場

服
装
お
よ
び
携
行
品

①
野
外
観
察
に
適
し
た
服
装
(
帽

子
、
運
動
靴
な
ど
)

②
ノ
ー
ト、

筆
記
用
具
、

水
筒
、

タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

そ
の
他

①
昼
食
は
各
自
持
参

②
自
家
用
車
で
の
参
加
は
認
め
ま

せ
ん

③
雨
天
中
止

(午
前
6
時
教
育
委

員
会
で
決
定
し
ま
す

)

④
交
通

県
営
パ

ス

(
岩
松
駅
前
着
時
刻
)

雲
仙
行
(
急
行
)

9

時
部
分

東
厚
生
町
行

9
時
お
分

大
波
止
行

9
時
日
分

県
営
パ
ス
(
岩
松
駅
前
発
時
刻
)

野
岳
入
口
行

日

時

引

の

分

佐

世

保

行

日

時
引
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

ボ
ー
ト
を
払
い
下
げ
ま
す

精
霊
船
用
モ
ー
タ
ー
亦

戸

条

件

町

内
会
や
各
種
団
体
単
位
て
「
霊
船
と
し
て
利
用
す
る
も

の
に
限
り
ま
す
。

(個
人
に
は
払
い
下
げ
ま
せ
ん
)

申
込
期
限

7
月
初
ω
日
凶

j

打

球

み
一
時
一
昨
日
日
向
日
比

M
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ゃ
レ
ボ
宝
く
じ

7
月
中
旬
予
約
開
始

別
称
「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」
と
い
わ
れ

i
u一一

日

わ

日
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く

市
町
村
の
災
害
対
策
と

る

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は

7
月
口
日
刊
の
新
聞
(
朝
刊
)
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

平
成
元
年
度

教
科
書
一
展
示
会

期
間
お
よ
び
開
館
時
間

7
月
1
日
出
l
ロ
日
附

平
日
午
前
9
時
初
分
1
午
後
4
時

土
曜
午
前
9
時
叩
分
j
ロ
時

(
日
曜
日
は
除
き
ま
す
)

展
示
場
所

市
教
科
書
セ
ン
タ
ー

(
大
村
小
学
校
図
書
室
)

展
示
さ
れ
る
教
科
書
小
・
中
・

高
校
用

※
期
間
外
で
も
申
し
込
み
を
す
れ

ば
、
い

つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

宝
く
じ
コ
ン
サ
ー
ト

「
東
京
ゾ
リ
ス
テ
ン
」

演

奏

会

日
時

9
月
2
日
出

場
所

市
民
会
館

公
演
団
体

室
内
合
奏
団

「東
京
ソ
リ
ス
テ
ン
」

対
象

中

・
高
校
生

入
場
料

無

料

※
入
場
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
往

復
ハ
ガ
キ、
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

曲
目

ビ
ー
ト
ル
ズ
名
曲
集
、

協
奏
曲
「
四
季
」
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
ほ
か

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

~-:::.:.j 受講者を募集します号
館 (大村市幸町25-33

冨~~
ft54-3 1 6 1 ) 

教 二r二ム重昌二ー. 名 内 可廿"" 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

親子ケーキづ くり おやつはおま かせ.グお母 きんといっ 7月25日(火)・26日ヤ)¥) 母 と子20組
山本すえみ

教 F皐~ しょにケーキ作りをします 10: OO~ 12: 00 2回 ノト 4 ~ 中 3 ま で

親子焼きもの教室
焼きものづくりを通 して親子のふれ 7月28日幽・29日仕)4回 小学生を持つ親子 大村陶芸

あいを深め ます(自由課題) 8月11日幽・18日樹 10:00-12:00 15組 同好会会員

民公央中

ft53-137 6 ) 

教 ニ宏ま二 名 内 n廿... 期 間 対象 ・定員 講師(敬称略)

初 お り紙で季節に ちなんだものなど、
7月26日，8月2日，11日，23日 小学 1~ 4年生

子ども 出及 いろいろなものを作 ります
水曜又は金曜 日 4回 30人

1 0:00~ 12:00 市村幸子

おり紙教室 上 ちょ っと手のこんだ ものに挑戦 して
8月 2日(水)・11日倒 小学 5年生以上 吉良嘉代子

キ及 み ます
2回 30人

1 3 : 00~ 15:00 

この夏チャレンジグ 篠 を使 って、かんたんな小物入れや
7月25日， 8月3日，8日，24日 小学 3~ 6年生

こども簾手芸教室 パスケ y トな どを作 ります
火曜日又は木曜日 4回 30人 坂本 弥生

9: 30~ 1 2:00 

ふるさとたずねて.グ 知 らなかった街角が君を待っ ている/
8月3日，10日，17日 小学 4年生~

子ども歴史調査隊 西大村地区の史跡、をみてまわり ます
毎週木曜 日 3回 中学生 局j頼 初代

1 0 :00~ 12:00 30人

子ども紙ねんど教室
紙ねん どを使 った楽 しい工作教室 7月24・31日 2回 小学 4 ~ 6 年生 中地区公民館

です 毎週月 曜日9: 30~ 12: 00 30人 樹占土人形グルー7

館 (大村市松並lT目246-5民公区土也中

申込期限 7月10日(月)必着 申し込み多数の場合は抽選 (7月11日)します。

申込方法 往復ハガキに、住所 ・氏名 ・性別・学校名 ・学年・ 電話 ・希望する教室を一つ書いてそれぞれの

公民館へ申し込んでください。ふたつ以上グ激 室 を希望する人は、希望する教室ごとに往復ハカ、キを出してく だ

さい。 受 講 料無料(教材費は実費) 申し込み・問い合わせ 各公民館へ

円
〈
U

1
1ム



お
し
ろ
仕

少
年
・
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

日
時

8
月
4
日
幽
午
前
日
時

j
午
後
3
時
(
小
雨
決
行
)

場
所

大
村
競
艇
場

対

象

小

学
生
以
上
(
一
般
試
乗

可
)

※
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会

(
宮
②

6
1
9
4
)

海
洋
ス
ポ
ー
ツ

普

及

大

会

内
容

試
乗

日
時

7
月
M
日
開

j
午
後
3
時

場
所

大
村
競
艇
場

対
象

小
学
5
年
生
以
上
の
男
女

1
0
0
人

二
般
も
含
み
ま
す
)

締
め
切
り

7
月
M
日
幽

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

B
&
G
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
宮
@

6
1
9
4
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

l

ヨ
ッ
ト

・
カ
ヌ
ー
な
ど
の

種別 住宅名 戸数 間 取 り 家賃(月額・円)

ネ直 松 7 6・4.5 6，000 

1 竹 松 14 6・4.5 7，600 

久 原 10 6.3・4.5 7，800 

東諏訪 3 6・4.5・6 23， 200 

種 久原第 2 7 6・6・5(板) 23， 800 

原、 口 2 6'6・6 27， 200 

2 
植 松 2 6・4.5 5， 200 

久 原 1 6・4.5・3 6， 200 

旭 2 6・4.5 6，800 

種
池 田 2 6・4.5・2(板) 8，200 
片吊μ， 

盤 6・6・4(板) 1 3， 500 

公営住宅入居者募集

|市営 |

午
前
9
時

受け付け 7月5日休)-12日(水)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※4文入などに制限があります。
ト
競
走
会
内
)

d
w

し
ゅ
ウ

国
家
公
務
員
田
種

内
容

行
政
事
務
A
・
B
、
郵
政

事
務
A
・
B
、
電
気
、
機
械
、
土

木
、
建
築
、
化
学
、
農
業
、
農
業

土
木
、
林
業
、
税
務

資
格

昭
和
引
年
4
月
2
日
j

C

花
菖
蒲
の
苗
を
お
分
け
し
ま
す

株
分
け
に
伴
い
、
残

っ
た
百
を
お
分
け
し
ま
す
。

大
村
公
園
の
花
菖
蒲
園
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

配
布
日

7
月
同
日

ω
・
お
日

ω、
午
前
日
時

(
1
人
日
株
程
度
)

|県営 |

種別 団 地名 戸 数 間 取 り 家賃(月額・円)
片吊ι， 盤 6 6・6-6・4.5・4.5・3同 15，450-20， 600 

l 久原第 2 6 6 .6・4.5(洋) 2 1， 830 

城 5 6 .6・6 28， 530 一
種 松 山 8 6・6・6(i宇) 28，320-29，870 

本小路 6 6・6・60手) 32， 960 

植 松 6・4.5 5，450 

2 常 盤 2 6・6-6・6・4.5・4(洋) 11，330-19，570 

久 原第 2 l 6・6・4.5(洋) 1 7， 090 

種 松 山 3 6・6・6(洋) 21，110-23，170 

桜馬場 3 6・6・6(洋) 26， 780 

※募集戸数に達した時点で締め切 ります。

※収入などに制限があります。

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村事務所(合( 6825)

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
税
務
に
つ
い
て
は
、
昭
和
弘
年

4
月
2
日
j
U
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
人

申
込
期
間

7
月
5
日
附
j

ロ
日

い川LV
 

申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
干

m福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
1
1
1

1
福
岡
合
同
庁
舎
5
階

合
問

・
4

3
1
・
7
7
3
3
)

※
税
務
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
諌
早
税
務
署
で
も
結
講
で

す
。

技
能
向
上

訓
練
受
講
生

0
パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

7
月
5
日
制
1
初
日
例

。
ワ
ー
プ
ロ
講
座

期
間

7
月
9
日
間
i
初
日
制

o
電
気
工
事
士
(
実
技
)

期
間

7
月
5
日
制

i
n
日
幽

o
消
防
設
備
士
(
甲
種
第
4
類
)

期
間

7
月
比
日
働
j
8
月
4
日

幽0
消
防
設
備
士
(
乙
種
第
4
類
)

期
間

7
月
比
日
幽
j
μ

日
冊

。C
A
D入
門

期
間

7
月
3
日
間
1
日
日
附

O
旋
盤
技
能
横
定
受
横
準
備
講
習

期
間

7
月
凶
日
目
1
初
日
目

O
L
Pガ
ス
設
備
士
受
験
準
備

講
習

(
学
科
)

期
間

7
月
山
日
同
j
8
月
2
日

M
N
 

'h
v
 

o
消
防
設
備
士
受
験
準
備
学
科

講
習

(甲

・
乙
第
1
類
)

期

間

7
月
日
日
ω
j
8
月
3
日
同

o
建
築
専
用

C
A
D講
座

期
間

7
月
げ
日
開
1
叩
日
間

0

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
溶
接
の
基
礎

知
識

期
間

7
月
5
日
附
j
U
日
幽

0
溶
接
技
術
横
定
受
験
準
備
講

習

(
学
科
)

期
間

7

月

4
日

ω
l
n
日
同

〔

8
月
コ
ー
ス
〕

0

デ
ー
タ

i
・
べ

l
ス
講
座
間

期
間

8
月
辺
日
閃
i
9
月
刊
日

口一日O
M
S
・
D
O
S入
門

期
間

8
月
幻
日
開
1
9
月
6
E

M
N
 

L
V
 

0
2級
建
築
士
受
験
準
備
講
習

期
間

8
月
お
日
開
j

9
月
刊
日

口
μ受

け
付
け

7
月
3
日
開
よ
り

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー
(
干

制
諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3

宮
(⑫

2
3
2
3
)

へ

A
性

1
i
 



期
間

7
月
幻
日
1
8
月
幻
日
の

日
曜
日

(計
5
回
)
午
後
1
時
1

5
時

日
時

7
月
2
日
冊
、
9
日
間

場
所

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
(
市

午

前

凶

時

ぬ

分

集

合

民

プ

l
ル
横
)

V
大
粧
l
観
光
P
R
ハ
ン
カ
チ

V
橋
本
野
(
原
町
)
石
け
ん
・
タ

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

オ
ル

V
田
川
千
代
城
(
今
村
町
)
ハ

ッ

V
新
城
老
人
ク
ラ
ブ

l
雑
布
・
石

サ

ク

け

ん

V
黒
木
病
院
l
児
童
図
書

V
原
田
博
昭
(
松
並
1
丁
目
)
2

V
本
経
寺
l
か
し
わ
餅

万
円

V
新
城
老
人
ク
ラ
ブ

1
雑
布

V
立
正
佼
成
会

l
供
養

大
村
子
供
の
家
へ

V
田
代
常
四
郎
(
池
田
新
町
)

5

V
寺
井
博
(
幸
町
)
凶

万

円

万

円

V
永
倒
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

V
向
陽
高
校
看
護
科
i
ま
ん
じ
ゅ

じ
ゅ
う

う

・

雑

布

V
開
法
寺

i
米

V
天
晴
会
館
H
H
ガ
l
ゼ
ハ
ン
カ
チ

V
黒
木
病
院

1
児
童
図
書

V
溝
口
繁
男
(
松
原
1
丁
目
)
2

V
末
松
好
雄
(
原
口
町
)
プ
リ
ン

万

円

V
日
本
看
護
協
会
大
村
・
東
彼
地

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

区
支
部
i
慰
問
外

V
松
原
福
寿
会
(
北
部
)
l
慰
問

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万

円

石

け
ん

・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
タ
オ
ル

泉
の
里
へ

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
百
田
ミ
ス
エ
(
松
並
2
丁
目
)

V
天
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ

1
1
万

円

2

万

円

婦
人
健
康体

操
ク
ラ
ブ

誰
で
も
出
来
る
リ
ズ
ム
体
操
・

肩
こ
り

・
腰
痛
体
操
・
レ
ク
ダ
ン

ス
な
ど

日
時

毎
週
火
曜
日

1
日
時
却
分

午
前
凶
時

会
費

月
額
1
0
0
0
円

申
し

込

み

宮
@
6
8
5
6
(
吉

良
嘉
代
子
)
ま
で

※
第
1
教
室
:・
市
コ
ミ
セ
ン

毎
週
金
曜
日
午
前
日
時
1
1

時
刻
分

※
第
2
教
室
・:
西
大
村
コ
ミ
セ

ン

毎
週
水
曜
日

午
後
1
時
1
2

時
刻
分

健
康
ヨ
ー
ガ
の
会

健
康
管
理
に
手
軽
に
で
き
る
ヨ

ー
ガ
を
初
め
て
み
ま
せ
ん
か

定
例
日

第
1
・
第
3
木
曜
日
、

第
2
・
第
4
水
曜
日

ご
a

寸
dイ

&
り
が
と
う
ご
ポ
V
ま
し
た

と
持
# 

。
香
典
返
し

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
松
谷
重
雄
(
東
大
村
1
丁
目
)

5
万
円

文
化
基
金
へ

V
野
島
ノ
ブ
子

(杭
出
津
2
丁
目
)

叩
万
円

V
百
田
ミ
ス
エ
(
松
並
2
丁
目
)

5
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
末
次
美
治
世
(
西
本
町
)
7
万
円

V
辻
安
夫

(
鬼
橋
町
)

5
万
円

V
黒
崎

ハ
ツ

エ

(植
松
1
丁
目
)

2
万
円

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
福
田
秀
男

(杭
出
津
2
丁
目
)

5
万
円

V
小
堺
和
彦
(
久
原
1
丁
目
)
金

一
封

V
寺
井
博
(
幸
町
)

却
万
円

V
酒
井
正
登

(
上
諏
訪
町
)
凶
万

円V
井
手
マ
ツ
子

(
福
重
町
)
日
万

円V
百
田
ミ

ス
エ

(
松
並
2
丁
目
)

5
万
円

V
小
瀬
良
留
五
郎

(
東
大
村
1
丁

目
)

3
万
円

時
間

午
前
山
時
1
ロ
時

対
象

老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん

場
所

市
コ
ミ
セ

ン

連
絡
先

(包
@
2
2
7
1
桑
原
)

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日

8
月
5
日
出
i
7
日
間

チ
l
ム
編
成

①
小
学
生
の
部
・・・4
年
生
以
上
を

原
則
と
し
ま
す
。

②
中
学
生
男
子
の
部
・
・
・
学
年
は
間

い
ま
せ
ん
。

※
単

一
少
年
団
で
編
成
し
て
く
だ

。一

般
寄
付

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
藤
間
流
五
社
中
l
m
万
円

V
コ
ミ
セ
ン
サ
タ
デ
l
ナ
イ
ト
コ

ン
サ
ー
ト
事
務
局
l
9
3
0

9
円

清
和
国

へ

V
高
原
生
花
居
l
カ
l
ネ
l
シ
ョ

、
/V

中
山
身
語
正
宗

(
長
崎
市
)
歌

.
踊
り
慰
問

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
親
奉
会

(森
安
太
郎
・

岩
井
勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
)
理
容

奉
仕

V
満
瀬
ア
サ
ノ

(
池
田
新
町
)
屋

外
ベ
ン
チ

野
岳
湖
自
然
公
園
セ

ン
タ
ー
へ

V
梅
ケ
枝
荘

1
小
皿

商
工
観
光
課
へ

さ
い
。

参
加
資
格

市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
登
録
し
た
少
年
団

参
加
料

1
チ

i
ム
1
0
0

0
円

申
込
期
限

7
月
幻
日
幽

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課~一「

λ

h

y-
-

「

h

¥

〉

場
所

松
原
海
水
浴
場

受
講
料

2
0
0
0
円
(
テ
キ
ス

ト

・
昼
食
代
込
み
)

募
集
人
員

両
日
と
も
各
却
人

(
先
着
順
で
す
)

申
し
込
み

宮

⑪
3
9
4
1
福
田

※
ク
ラ
ブ
員
の
募
集
も
行

っ
て
い

ま
す

戸

l
チ
ェ
リ
ー
教
室

ウ
イ
ン
ド

スサ
ク |
| フ宅一
jレイ

ン

対
象

一
般
お
よ
び
高
校
生
男
女

定
員

印
人

申
込
期
限

7
月
初
日
嗣

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

参
加
料

2
0
0
円

申
し

込

み

市
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
協

会

(
宮
@
3
6
2
0
橋
口
)

※
弓
具
は
協
会
で
用
意
し
ま
す
。

し間ク・・ お
ま違ヨ・ご 6 h 
す い と好月 λ
。であ音 号 υ

す る の め と
グ〉、 15~T 

おは泉ペ正
わ 、の l
び 井 里ジ
し 崎 へ
て 夕 、ご

訂ヨ井・寄
正 の崎・付

じ V
ゆ 万丈

う 同j
ま
ん
じ
ゅ

っ
本
舗
11 

ま
ん

大
村
。ハ
!
ル
ハ
イ
ム

へ

V
銅
山
本
電
器
H
H
ω

万
円

慈
恵
荘
へ

V
出
口
ウ
タ

(小
路
口
町
)

スV
西
大
村
地
区
母
子
会

1
石
け
ん

.
タ
オ
ル

V
加
幡
寿
美
子
(
諏
訪
1
丁
目
)

、、¥
、ンン

V
永
洲
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

トレ

ゆ

、「
ノ

V
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卵

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
奉
仕

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
l
シ
ヨ
ン
学

院
U
H
運
動
会
手
伝
い

レ
タ

15 



カレZtq.《ア

ア
月
は
固
定
資
産
税

国
民
健
康
保
険
税

(
4
1
期
)
の
納
期
で
す
。

(
2期)、

2臼
当番医 16日

当番医

(日)
(内)大薗内科医院松並1丁目 ft@ 5 546 

(日)
(内・小)寺井医院 玖島町 宮@ 3574 

(耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮⑤ 0648 (眼)岩崎眼科医院本町 宮@ 3435 

3日
安産教室 市役所 9:30-11: 00⑧ 9:30まで 18日 乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑧ 9:30-11:00 ⑮ 母子健康手帳、ズボン

(月)
一般健康相談 市役所 13:00-16:00

(火)

⑮ 血圧測定ほか 19日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

48 
(水) 健康教育講座 鈴回出張所 19:30-

{功。
乳幼児健康相談 福重出張所 ⑧ 13: 30 -15 : 00 

20日 機能訓練根気の会 福祉センタ- 9:30-12:00 

58 
{柄 定期巡回献血 市役所 9:30-12:00 

妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00-16:00 
(水) 218 T歳6か月児健康診査

6日 信島
市コミセン ⑧13: 00-13: 30 

機能訓練根気の会 福祉センタ- 9:30-12:00 ⑪ ⑮ ...14日幽 と同じ

(本) 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15: 00 

⑪ ⑮ … 7日(針と 同じ
ア日 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 

信舘 ⑪ 40歳以上 ⑮ 血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定 23日
当番医

(8) 
(内・胃)藤井内科医院東本町 宮② 3878

9日
当番医 (外)松尾外科医院東本町 宮@ 3331 

(日)
(内)南野クリニック 乾馬場町 宮@ 2233 24日
(外・内)原医院 宮小路1丁目 色@ 8427

信)
乳鈎児健康相談 二浦出張所 ② 9:30-11 :00 

乳却児健康相談市コミセン11包
② 9: 30-11: 00...... 0 -6か月 の乳児 268 妊婦教室同) 中地区公民館 13:00-16:00 

(火)
13:30-15:00......7か月以上の乳幼児 (水) 健康教育講座 木場コミセン 19: 30-

⑮離乳食教室 10: 30-
278 3歳児健康診査 大村保健所

12日 (木)
③9: 30-10: 00、13:00 -13: 30 

妊婦教室(2) 中地区公民館 13: 00-16: 00 ⑪昭和61年1月生まれ(60年7月-12月生まれで、、
(水)

まだ受けていない人も受診してく ださ い)

⑮ 母子健康手帳、 問診票
13日 明日の親の定めの

市コ ミセン 13: 00 -16 : 00 T歳6か月児健康診査
(本) 教室⑦(妊婦教室) 28日

在自
市コミセン ② 13:00-13:30 

14日 ?歳6か月児健康診査 ⑪⑮…14日幽 と同じ

(翁
市コミセン ⑧ 13 : 00 -13 : 30 30日

当番医

⑪昭和62年12月生まれ(62年7月-11月生まれて¥ (内・小)長崎医院 寿古町 宮@8615 

まだ受けていない人も受診してく ださい)
(日)

(産・内)長野病院 東二城町 宮@ 1123 

⑬ 母子健康手帳、問診票、お子きんの歯ブラシ 略号の説明

15日
⑪ …対象 ②…受け付け

耳とことばの相談 福祉センター 13:00-15:00 ⑮ 持ってく るもの ⑮…内容
(土) 当番医の診療時間 9: 00-18: 00 
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人口の動き

71，927 
(ム 29)

37，613 
(ム13)

34，314 
(ム 16)

6月T日現在

言十

男

女

世 帯数

人口

21，932 
(+オ ア〉

一 16-

〉内は前月比フ月の大村ボート (7 日 ~12 日組合21周年、 15 日 ~20 日、
29 日 ~8 月 2 日女子リーグ戦 )
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